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中間とりまとめ

～安全・安心まちづくりビジョン～（素案）
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安全・安心まちづくり小委員会における検討課題・開催状況

小委員会における検討課題

平成１７年６月３０日、国土交通大臣より社会資本整備審議会に対し「新しい時代の都市計画はいかにあるべきか。」

について諮問。具体的な検討課題は以下の５項目。

① 人口減少等に対応した新たな都市計画制度の基本的枠組み

② 中心市街地の再生を図るための、広域的な都市機能の規制誘導施策及び中心市街地への都市機能の集積誘導施策

③ 持続可能な都市を構築するための都市・生活インフラの整備の推進方策

④ 安全で安心して暮らせるまちづくりの推進方策

⑤ 歴史的な風土を活用したまちづくり、地域づくりのあり方

本小委員会において、④の「安全で安心して暮らせるまちづくりの推進方策」について検討。

中間とりまとめ ～安全・安心まちづくりビジョン～ の位置付け

中間とりまとめは、自然災害のリスクの高まりや人口の減少等を前提とし、安全で安心して暮らせるまちづくりの実現

に向けた具体の推進方策の検討にあたっての方向性を示す「安全・安心まちづくりビジョン」としてとりまとめたもので

ある。

中間とりまとめを踏まえ、「安全で安心して暮らせるまちづくり推進方策」について、引き続き小委員会で検討を進め

最終的なとりまとめを行う予定である。

検 討 経 緯

平成２０年９月２５日 第１回小委員会を開催。 以降、○回の委員会を開催。
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ハザードと社会の脆弱性の関係

＝×

【ハザード】
○自然現象
・地震
・豪雨
・津波、高潮
・大雪
・噴火 等
○社会的要因
・犯罪
・事故 等

【脆弱性】

○都市構造

・密集市街地の存在

・ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽの不足

・氾濫原の市街化

・耐震性の不足

・排水能力の不足

・地下利用の増加 等

○社会構造

・地域力の低下 等

【被害】
○人的被害（生命、身体、精神）
○物的被害
・建物（住宅、事務所、工場、
学校・病院等の公的施設等）

・交通施設（道路、鉄道、港湾
空港等）

・供給処理施設（電気、ガス、
上水道、下水道）

・情報通信施設

都市活動を支える機能への影響

経済活動の停滞

生産の停止 等

都市の持つ脆弱性を減少させることが必要

ハザード ハザード社会の脆弱性 社会の脆弱性

被害 被害

出典）「平成１７年版防災白書」内閣府

被害の軽減
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